
（一社）広島県中小企業家同友会 尾道支部 

2026年度（令和 8年度）第 3回 支部理事会報告 
とき：2026年 8月 5日（水）18:00 ところ：工房おのみち帆布 

 

＜出席者＞（e.doyuより） 

支部長 副支部長 担当理事 

立石 ○ 岩田 ○ 浮田 ○ 小圷 ○ 坂口 - 新谷 - 

担当理事 担当理事 担当理事 担当理事  組織総務 

三原 ○ 高重 ○ 酒井 - 池田頼 -   九十九 ○ 

広報 経営労働 求人社員教育 政策環境 青年部会 女性部会 

髙垣 ○ 葛籠 ○Z 安達 ○Z 池田敦 ○ 加藤 - 大原 - 

相談役 青年部代理 女性部代理 女性部代理  事務局 

山本 - 大磯 ○Z 島田 ○ 矢野 ○   保田 ○ 

 

議長：小圷 副支部長 

            開会挨拶   （ 浮田 副支部長 ） 

 

 建築業界も変動し続けています。何年か前までだと、リフォームの際に他所の見積もりを渡されるよう

なことがありました。選択と集中をしてやれることをやっていきたいと思います。 

 本日の理事会も、短時間ではありますが集中してやっていけるといいと思います。よろしくお願いいた

します。 
 

          報告・討議事項  
 

１. 7月例会のふりかえり 
①7月支部例会 （経営労働） 

■7/16（木）18：45～21：00      ■尾道市市役所 多目的スペース 1 

■テーマ：行動しないと何も変わらない！ ～世界へ挑む覚悟の経営～ 

■報告者：（株）西川組 代表取締役 高重 直文 氏 

※ふりかえり・感想交流 

 

葛籠氏 

 高重さんのお話がとてもよかったです。参加人数も 53名と盛り上がりました。 

 経営指針作成に向けて参加者の方の心に響く内容だったと思います。 

 グループ討論で、グループ長に慣れていない方は難しかった感想をいただいたので、もう少し詰め

ておけるとよかったです。 

    

立石氏 

 非常にいい例会でしたので、オブザーバーの方にも聞いていただけるとよかったと思いました。 

 

高重氏 

 自分の思いをまとめるいい機会でした。自社がなぜ成長できたのだろうというのを改めて考える

ことができました。ありがとうございました。 

 

2. 今後の支部例会 
 

①8月支部例会 尾道三原合同例会（組織総務） 

 ■8/24（月）18：30～20：45        ■会場：尾道市役所 多目的スペース 1・2 

■テーマ：人が集まる組織・場所づくり ～仲間づくりが地域の未来をつくる～ 

■報告者：（株）真工務店 代表取締役 山口 哲司 氏 

 昨日 ZOOMにてプレ報告を行いました。19日の委員会後、最終例会打合せを行います。 

 現在、参加者数 56名。尾道支部からは 33名、オブザーバーは 3名参加予定となっています。 



 8/17（月）12：00回答締切です。 
 

②9月支部例会 （女性部） 

■9/9（水）18：30～20：30        ■会場：しまなみ交流館 大会議室 

■テーマ：女性部 感謝の会 

■報告者：歴代女性部会長 6名（木織氏、髙垣氏、河野氏、矢野氏、島田氏、大原氏） 

 案内チラシが出来ています。 

 企画書では報告時間 50分となっておりますが、木織氏をはじめ報告者が 6名のため、報告時

間をもう 10分くらい増やすかもしれません。 

 開催日が定例日と異なりますが、支部の組織が一つなくなるという大きな区切りの例会になり

ます。ご都合のつく方は、ぜひぜひご参加いただきたいと思います。 

 

③10月支部例会 （経営フォーラム） 

■10/6（火）13：00～           ■会場：リーガロイヤルホテル広島 

■テーマ：経営フォーラムに参加しよう 

■報告者：基調講演 （株）青粒 代表取締役 永原 豊大氏（兵庫同友会） 

     分科会 （経営労働、求人社員、地域共生、広島中、広島東、福山、三原） 

■締切：9/25（金） 

 リーフレットを支部理事のライングループの方で共有させていただきましたので、参加案内を

される際は、そちらを流していただければと思います。 

 8/28（金）基調講演のプレ報告が行われます。 

 

④11月支部例会 （広報委員会） 

■11/18（水）                ■会場：尾道市役所 多目的室１・２（仮） 

■テーマ：尾道・備北・今治支部 合同例会 

■報告者：未定 

 市役所の予約は 3カ月前からですが、部屋が空いているかどうかは確認することができます。

8/18当日に市役所へ会場予約手続きに行きます。 

 尾道支部からは、高垣氏、酒井氏が担当理事として動きます。備北支部、今治支部のご担当者

の方とつなげていただくよう立石支部長にお話させていただきました。 

 まずは顔合わせ、テーマの選定、報告者の選定を進めていきます。 

 会場は尾道を予定しているので、報告者は尾道支部から選定するのがいいのではないかと話を

していますが、限定する必要もないと思っています。まずはテーマを先に選定し、テーマに沿

った報告者を選定したいと思います。 

 8月に入ったので、早い段階から告知を行うためにも、早めの選定が必要そうです。 
 

3. 他支部・他同友会の行事（事務局、他） 

 

 7/9（木）～10（金） 中同協総会＠静岡・グランドヒルズ静岡ほか 

➢ 尾道支部を代表し、岩田氏に記念報告をいただきました。尾道支部の活動を、「地域に責任が

持てる同友会づくり」を考える報告をしていただきました。 

➢ 尾道支部の活動は、尾道支部の会員の皆さんからすると当たり前のことに感じる部分も多い

かもしれませんが、尾道支部のように地域づくりに積極的に取り組んでいる様子は、他県同友

会の方からしても多くあることではないようです。参加された方からは、そんな中で尾道に基

本条例が制定されていないことも不思議だったという意見もありました。 

➢ 全国行事をそういった気づきのある学びの場として、参加を促していけると良いです。 

➢ また、本日の e.doyuに当日の報告資料を掲載させていただきました。せっかくの機会ですの

で、ぜひご覧ください。 

➢ 記念講演では当日 1,000 人位の方がいらっしゃったと聞いています。皆んなが、スクリーン

を見ていましたが、広島の能登さんだけがこちらを見ていました。緊張しました。 

➢ いい経験をさせていただきました。尾道の取り組みを全国に知っていただけて良い機会だっ

たと思います。ありがとうございます。 

※ でべら WEB に当日の様子を載せる案が出されました。写真は事務局からも送ることになりま

した。 

 

 



 7/24（金） 中小企業憲章閣議決定 16周年記念行事 

 7/30（木）～31（金） 中国ブロック支部づくり交流会＠山口 

 8/5（水）2026組織強化・会員増強全国交流会＠ZOOM 

 8/9（日） 広報ラボ＠SENDA LAB 

 10/1（木）～2（金） 青年経営者全国交流会＠宮城 

➢ 申込が開始しております。締め切りは、9/16（水）です。飛行機がだいぶ埋まってきているよ

うなので、お申込みをご希望の方はお早めにご確認ください。 

 

 10/6（火）経営フォーラム＠リーガロイヤルホテル広島 

➢ 昨年の尾道支部からの参加は 19 名でした。今回は、参加目標数を 20 名に呼びかけを行って

いきます。 

 

 11/19（木）～20（金） 人を生かす経営全国交流会＠奈良 

 11/21（土） ジョブサミット 

 2027/2/18（木）～19（金） 第 57回中小企業問題全国研究集会＠岡山 

 2027/5/14（金）第 55回 尾道支部定時総会 

 

             報告事項  
1. 県理事会の報告 （立石 支部長） 

 

【報告・承認事項】 

 会員数の動き（7月末）県 2,964名  尾道支部 134名  全国 47,497名 

 渉外活動の報告 全東信破産手続き開始に伴う特別窓口設置 

 

 長期滞納者の退会 会員 10名の会員資格の喪失が承認 

 新事務所住所 広島市中区小町３－１９リファレンス広島小町ビル 201 号 

P25に掲載しています。 

 経営フォーラムリーフレット データ配信開始 

 

【討議事項】 

 「同友会の価値とは？！」問題提起：代表理事 道垣内 文夫 氏 

グループ討論「同友会の価値を考える」 
 

2. 増強の情報交換 （九十九組織総務委員長）   
※ 各委員会・部会より、入会候補者や退会希望者の情報を共有します。 

 

3.その他 （事務局） 

 
① 9月理事会の会場について（9月 5日～10月 20日まで、2Fスペース帆の使用不可） 

定例日：9/2（水）工房おのみち帆布→尾道市役所 多目的スペース 2に変更 

追 記：10/7（水）尾道市役所 多目的スペース 1 

    11/4（水）工房おのみち帆布 

② 第 1回政策要望アンケート 7/1（水）～7/17（金） 

県回答数：2,188件（回答率 73.9％）、尾道支部回答数：97件（回答率 72.4％） 

③ 経営フォーラムリーフレット データ配信開始 申込締切：9/25（金） 

尾道支部 昨年度参加者数 19名 

物産展 申込 8/31（月）まで 

➢ 出店企業の代表者様は、原則としてフォーラムの分科会等（本編）および懇親会へご参加

いただきます。退席（一時的に抜けること）もご遠慮下さい。 

➢ 単独でのブース対応が難しい場合は、複数社の合同出店（セレクトショップ形式）も可能

です。 
 



              承認事項 

１．入退会の承認（九十九組織総務委員長） 

 

   【入会希望】1名 ㈲ユニカ 桃井領也 氏 

 【退会希望】0名 

    承認されました。 

   ※2026年 8月 5日現在 会員 135名（先月＋1名）です。 

   ※会員数 145名を達成しよう! 

 

         各委員会・部会の活動 
※時間の都合上、報告のある委員会のみ報告を行いました。 

 

① 組織総務委員会（九十九 委員長、事務局） 

・月次会計 

・8/5 2026組織強化・会員増強全国交流会 

② 広報委員会（高垣 委員長）       

・でべら WEB 

 

③ 経営労働委員会（葛籠 委員長）       

・「第 10期ひろしま経営指針塾」 

 

④ 求人社員教育委員会（安達 委員長）      

・8/21 「人を生かす経営実践塾」説明会 

 

⑤ 政策環境委員会（池田敦 委員長）    

    

・第 1回政策要望アンケート 市長訪問（池田、池田、立石、事務局） 

 

⑥ 青年部会（加藤 部会長）        

・10/1-10/2 宮城青全交 

 

⑦ 女性部会（大原 氏）        

 

⑧  中期ビジョン推進委員会（三原 理事） 

 本日の資料に第 5 次中期ビジョン（たたき台）があるかと思います、これをもとに会議を進

めていく形になります。 

 現状は、スマートフォンでも見やすいような縦型デザインのビジョンになる予定です。 

 現在、ビジョン委員の選定も終わり、各委員会・部会に討議事項を持ち帰ってもらっていま

す。次回は 9/10にミーティングを行います。 

 

           討議 承認事項 

進行：議長 

        

       テーマ：地区会づくりへ向けて① 

      ＜改めて＞ 



 今年 6月の理事会で、広島より源田専務に来ていただき、「地区会運営の手引き」をもとに地

区会づくりへ向けて報告いただきました。これをきっかけに地区会に向けての話は続けていく

と同時に以下のことが決定しました。 

 地区会をつくるまでに何年かかるかではなく、「ちょっとやってみる」を何回か実践し、例に暫

定 AB で地区会例会（地区会長は副支部長が担当するなど）をすることで、日常的に目途が立っ

たタイミングで、地区会を考えることがまとめられました。 

 

＜確認事項＞ 

１）グループ討論の中で尾道支部では具体的にどう動いていくかを考えた際、地区会ではなく、

小組（小グループ）の提案がありました。方針として進めてよいかどうか確認です。 

      ２）小組をつくり活動していくとなると、実際にどのように進めていくか具体的な部分を話し 

合う必要があります。 

 

※小組（小グループ）の役割（議案書参照）  

小組は、地区会を運営するためのものであり、新会員はもとより、あまり参加されていない会

員にも定期的に声かけを行い、親しみを感じてもらいやすい場をめざします。また、小組内での

役割分担により、より多くの会員さんに主人公になってもらうことをめざしましょう。 

 

＜グループ討論＞ 

１グループ 

 青年部を巻き込みながらやっていかないといけないなと思います。現状、青年部が仕組

み化をしているので、それに倣ってやってみるのかいいのではないかという意見が出ま

した。 

 普段参加していない会員が人数の少ないところにどう参加していくかで関係性が出来て

くると思うので、地区会よりも小グループの方が入っていきやすいと思います。 

 例えば、懇親会をするから参加してみないか、などの声かけがあると入り口として入っ

ていきやすいと思います。いずれ関係性ができたところからスタートするのがいいと思

います。 

 

２グループ 

 まず小組をつくることには賛成です。 

 ただ、現状委員会や部会に所属されていない会員の方が 2/5人はおられる状況で、例会

出席率やアンケートの回答率をみても同友会に参加されているのは 4割ほど、そういっ

た中での地区会づくりはかなり難しいのではないかと思います。 

 リーダーをどうするか、担当理事が小組長を担当するのが最初はいいのではないかと思

いました。地区例会で尾道まで来るのが大変な場合は、会社がある場所にあるのか、詳

しくは話し合えていないですが、開催場所も地区で分けるといった意見が出ました。 

 実際に青年部の小組がどんなことをしているか、「ビジョンシート」を使ってお互いに

アドバイスし合ったりしているようです。 

 結局、目的がないと参加しにくいと思います。例えば、5人組ごとに増強をするような

タスクがあったりすると、より人が来なくなるといったような現状もあると思います。

まずは雑談ベースで飲みに行こうと声をかけ、その場で会社で起こっていることを話し

てもらって盛り上がれるような関係性づくりからはじめると、普段参加していない人も

経営談義からだと参加しやすくなると思います。 

 

３グループ 

 大人数だと自身の悩みを話しにくかったりすると思います。少人数であれば日程調整が

しやすくなったり、自身の悩みを話しやすいという意見が出ました。小組にすると、お

互いのことをより身近に感じ意見も言いやすくなります。 

 どのように分ければいいか、同じ業種がいいのではないかという意見もありましたが、

異業種でいろんな話ができることも同友会の特徴なので異業種の方がいいのではという

意見もありました。会社の規模間でという話も出ましたが、そこはあまり気にしなくて

いいのではないかと思います。 

 現在 135名なので、10くらいの小組に分けて、最初は 10組くらいで始めるのがいいと

思いました。分け方については意見がまとまりませんでした。 

 



４グループ 

 委員会内だけでも人が集まりにくい状況で、小組をつくって人が集まることができるの

かが不安といった意見がありました。小組をつくると、小組会、すなわち勉強会が増え

ます。実際に、委員会内で勉強会の提案をした際に、「あ、いいね。開催したいならす

ればいいんじゃない？」といった雰囲気があります。よって、必ずしも小組をつくり勉

強会の数を増やせば支部が活性化していくわけではないのではないか、といった意見が

ありました。 

 あとは青年部の話になりますが、青年部を卒業して、ある種燃え尽き症候群のようにな

ってしまい、卒業して 1年経って卒業時と状況が変わっていないことに焦りを感じて参

加するといった話がありました。大体 1、2年すると役を受けるようお声がけがありま

すが、全員役はやったほうがいいと分かっています。小組ができると小組長として役を

受ける機会が出てきますが、役を設けて参加することは大事なので、どう人が集まって

いけばよいかが課題になってくると思います。 

 

＜まとめ＞ 

 青年部の小組に、親会で参加して雰囲気を学ぶ。 

 普段参加していない会員が、小組（少人数）にどれだけ入っていけるかどうか実践する。 

 小組の分け方に関しては、エリア、業種、地域、会社の業績等を踏まえ、正副で検討す

る。 

 

            本日の決定事項の確認   議長 
 

 8月例会の回答締切は 8/17（月）です。早めのご回答をよろしくお願いいたします。 

 9月例会の報告時間はもう少し増やす可能性があります。 

 11月例会は、他支部の方と打合せをし、講師選定早めに行うことが確認されました。 

 10/1-10/2青全交は、交通手段が埋まってきているので参加される方はお早めのご確認をお願いしま

す。 

 9月理事会の会場は尾道市役所 多目的スペース 2、10月理事会の会場は尾道市役所 多目的スペース 1

です。 

 8月県理事会後、政策要望アンケートの訪問に行きます。 

 経営フォーラム物産展は 8/31締切です。 

 第 5次中期ビジョンのたたき台は、各自ご確認をお願いいたします。 
 

                 次回日程   議長 

9月 2日（水）18:00～ 会場：尾道市役所 多目的スペース２ 議長： 坂口 副支部長 

【定例日】：原則、第 1水曜日 18:00 会場：工房おのみち帆布 

➢ 次回の正副支部長会議は、8/26（水）12：00-14：00 場所：浪漫珈琲三成店、ZOOM 

               閉会挨拶 （矢野 氏） 

 

 久しぶりに支部理事会に参加しました。身近に意見を言い合うところがとても楽しく感じま

した。 

 小組の話は今回初めて聞きましたがとても良いと思いました。少人数でいろんな意見を聞き

たいと思います。勉強会でいろんな悩みを言い合ったりするのもとても楽しいので、ぜひつく

っていっていただきたいなと思います。ありがとうございました。 

 

以上 

 

（文責：事務局 保田） 


